
Video Enhanced Observation (VEO)は，授業改善や教員の力量形成を支援するデジ
タルシステムです。授業場面を録画し，そこに見られる教師の行動や発話，児童生徒の

学習にタグ付け(tagging)することで，授業改善につながる教師の気付きや発見，あるい
は，授業をめぐる同僚や教師教育者との対話を促進するのに役立ちます。

本研究では，小学校で外国語科の授業を担当する教員の協力を得て，VEOを活用した
オンラインでの授業改善および教員研修に関する基礎研究を実施しました。その成果

の一部を動画配信で公開いたします。皆様のご参加をお待ちしています。

■⽇時(公開期間)︓2021年3⽉29⽇(⽉)午後1時〜4⽉2⽇(⾦)午後5時
■開催⽅法︓動画公開による成果報告(⽇本語字幕付き）
■申込み⽅法︓下記のURLもしくはQRコードから申込みフォームにアクセスして
いただき，必要事項をご記⼊ください。後⽇，アクセス先URL等を送付させてい
ただきます。

■申込先URL: https://forms.gle/wS8PTH33cah58JqCA

令和２年度 兵庫教育⼤学「理論と実践の融合」に関する共同研究活動

VEO©を活⽤したオンライン教員研修
プログラム開発のための基礎研究
オンライン成果発表会

https://forms.gle/wS8PTH33cah58JqCA


Paul Miller (CEO, VEO Inc.)
英国VEO社のCEO，創設者。VEOの開発に携わり，学校教育以外のフィールドにも

VEOを普及させている。現在，VEO3.0の開発が進行中。

Christopher Sheen (Oxford University Press, Turkey)
オックスフォード大学出版局で教員研修，コーチングを担当。同社のVEOを活用した

デジタルコーチングの開発に携わっており，アジア，アフリカ，中南米での指導経験

を持つ。日本の大学でも教鞭を執ったことがある。

岸本周⼦（丹波篠⼭市⽴⻄紀⼩学校 教諭）
学校では，英語担当として，また，市内の教員研修会等の運営にも携わっており，丹

波篠山市の小学校英語を牽引する存在。

伊藤 寧（三⽊市⽴緑が丘東⼩学校 教諭）
今年度6年生の担任を務める傍ら，校内の英語担当として，また，市内ではフォニック

ス指導の研修リーダーを務めるなど，活躍中。

吉⽥達弘（兵庫教育⼤学 教授）
本研究の代表者。専門は英語教育学。特に，社会文化理論に基礎を置きながら，教

師の成長や教室でのコミュニケーションを研究している。

本件に関するお問い合わせは
吉⽥達弘（tyoshida@hyogo-u.ac.jp）までお願いします。

今井裕之（関⻄⼤学 教授）
本成果発表会のコメンテーター。社会文化理論に基づく英語授業研究、教師教育研

究が主な研究分野。小中高の教科書編集にも従事している。
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